
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ルートディレクトリに属するＡＶファイル、及びこのＡＶファイルに属する管理情報フ
ァイルにより構成された第１の規格に準拠した情報を、ルートディレクトリに属するビデ
オファイルとこのルートディレクトリに属するジャケットピクチャーファイル

に準拠した情報へ変換して記録する情報記録方法であって、
　第１のモード設定に基づき、前記第１の規格に準拠した情報を構成する前記管理情報フ
ァイル

により指定される代表映像情報を、前記第２の規格に準拠した情報を構成する
へ記録

　ことを特徴とする情報記録方法。
【請求項２】

ことを特徴とする請求項１に
記載の情報記録方法。
【請求項３】
　ルートディレクトリに属するＡＶファイル、及びこのＡＶファイルに属する管理情報フ
ァイルにより構成された第１の規格に準拠した情報を、ルートディレクトリに属するビデ
オファイルとこのルートディレクトリに属するジャケットピクチャーファイル
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により構成
された第２の規格

に含まれるオリジナルのプログラムチェーン情報及びユーザ定義のプログラムチェ
ーン情報 前
記ジャケットピクチャーファイル する、

　第２のモード設定に基づき、前記第１の規格に準拠した情報を構成する複数の映像を一
覧表示し、この一覧表示の中から選択された代表映像情報を前記第２の規格に準拠した情
報を構成する前記ジャケットピクチャーファイルへ記録する

により構成



に準拠した情報へ変換して記録する情報記録装置であって、
　第１のモード設定に基づき、前記第１の規格に準拠した情報を構成する前記管理情報フ
ァイル

により指定される代表映像情報を、前記第２の規格に準拠した情報を構成する
へ記録 備えたことを特徴とする情報記録

装置。
【請求項４】

ことを特徴
とする請求項３に記載の情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ＤＶＤ（ Digital Versatile Disk）などの情報記録媒体に情報を記録する情
報記録方法及び情報記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＤＶＤ－ＲＴＲ（ real time recording）規格による録画再生装置は、規格上、代表映像
を、ディスク内のＶＭＧＩ＿ＭＡＴ、ＰＬ＿ＳＲＰ、ＰＧＩのそれぞれに記録することが
でき、ディスク内に記録された代表映像をインデックスとして閲覧表示させることもでき
る。
【０００３】
一方、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格には、ディスク製作者が任意に記録することが出来る、ジ
ャケット・ピクチャがある。
【０００４】
上記したＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義される代表映像とＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格で定義され
るジャケット・ピクチャは全く別の定義であり、関連性は全く無い。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
昨今、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に映像データを変換し、ＤＶＤ－
Ｒなどの記録媒体に記録することが出来る装置が発売されるようになった。この装置を利
用すれば、例えば、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で記録された映像データを永久保存するために、
ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に映像データを変換し、ＤＶＤ－Ｒなど
の記録媒体に記録することが出来る。或いは、ＤＶＤ－ＲＴＲ記録再生装置を持っていな
いが、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ再生装置を持つユーザに対して、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶ
Ｄ－Ｖｉｄｅｏ規格に映像データを変換し、ＤＶＤ－Ｒなどの記録媒体に記録して、配布
することもできる。
【０００６】
しかしながら、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に映像データを変換し記
録する際、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格には代表映像データという概念が無いため、ＤＶＤ－
ＲＴＲ規格で定義された代表映像データが記録されないという問題があった。
【０００７】
この発明の目的は、上記したような事情に鑑み成されたものであって、ＤＶＤ－ＲＴＲ規
格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に映像データを変換し記録する際、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で
定義された情報を確実に記録することが可能な情報記録方法及び情報記録装置を提供する
ことにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決し目的を達成するために、この発明の情報記録方法及び情報記録装置は、
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された第２の規格

に含まれるオリジナルのプログラムチェーン情報及びユーザ定義のプログラムチェ
ーン情報 前
記ジャケットピクチャーファイル する記録手段を

　前記記録手段は、第２のモード設定に基づき、前記第１の規格に準拠した情報を構成す
る複数の映像を一覧表示し、この一覧表示の中から選択された代表映像情報を前記第２の
規格に準拠した情報を構成する前記ジャケットピクチャーファイルへ記録する



以下のように構成されている。
【０００９】
（１）この発明の情報記録方法は、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格に準拠した複数の映像情報の中の
所定の映像情報をＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のジャケット・ピクチャに適合させて記録する
。
【００１０】
（２）この発明の情報記録装置は、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格に準拠した複数の映像情報の中の
所定の映像情報をＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のジャケット・ピクチャに適合させて記録する
記録手段を備えている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本実施の形態について説明する。
【００１２】
図１は、この発明の一実施の形態に係るデジタル録画再生装置（ＤＶＤビデオレコーダ）
の全体構成を説明するブロック図である。この装置は、記録可能な光ディスク（ＤＶＤ－
ＲＡＭなど）１００又はハードディスクに対してＤＶＤ－ＲＴＲ規格に準拠したリアルタ
イムビデオレコーディングを行う。また、この装置は、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格に準拠した映
像データをＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格の映像データに変換し、記録可能な光ディスク（ＤＶ
Ｄ－Ｒなど）１００又はハードディスクに対して記録する。さらに、この装置は、再生専
用光ディスク（ＤＶＤ－ＲＯＭディスク、録画済みのＤＶＤ－Ｒディスク）の再生機能も
備えている。
【００１３】
図１の装置は、エンコーダ部６０１、デコーダ部６０２、メインＭＰＵ部６０４、Ｖ（ビ
デオ）ミキシング部６０５、フレームメモリ部６０６、キー入力部６０７、表示部６０８
、ディスクドライブ部６０９、Ｄ－ＰＲＯ（データプロセッサ）部６１０、Ａ／Ｖ入力６
１２、ＴＶチューナ部（ＢＳ／地上波アナログチューナ）６１３、オーディオ用デジタル
Ｉ／Ｆ６３１、オーディオ用Ｄ／Ａ部６３２、スピーカ６３３（その駆動用オーディオア
ンプの図示は省略）、ビデオ用デジタルＩ／Ｆ６３４、ＴＶ用Ｄ／Ａ部６３６、外部モニ
タＴＶ６３７、ＳＴＣ（システムタイムカウンタ）部６５０、ＨＤＤ部（例えば２０ＧＢ
～１００ＧＢ程度のＨＤＤレコーダユニットおよび／または大容量のＩＣメモリ）７００
、オーディオ信号のセレクタ部７５０等により構成されている。
【００１４】
Ｄ－ＰＲＯ部６１０は、ファーストイン・ファーストアウト形のＦＩＦＯ部（ＦＩＦＯバ
ッファ）６１０ａを内蔵又は外付けしている。このＦＩＦＯ部６１０ａを構成するＦＩＦ
Ｏバッファは、記録側ＦＩＦＯおよび再生側ＦＩＦＯを含んでいる。これら記録側／再生
側ＦＩＦＯの入出力制御およびその残量モニタは、メインＭＰＵ６０４内のプログラムＲ
ＯＭに書き込まれたＦＩＦＯ制御部６０４５という制御プログラムにより行われる。
【００１５】
ディスクドライブ部６０９（またはＨＤＤ部７００）からの読込制御は、メインＭＰＵ６
０４内のプログラムＲＯＭに書き込まれた読込ドライブ制御部６０４６という制御プログ
ラムにより行なわれる。また、ディスクドライブ部６０９（またはＨＤＤ部７００）への
書込制御はメインＭＰＵ６０４内のプログラムＲＯＭに書き込まれた書込ドライブ制御部
６０４７という制御プログラムにより行われる。
【００１６】
メインＭＰＵ部６０４は、以上の制御プログラム（ファームウエア）その他の制御パラメ
ータを含むＲＯＭ部と、各プログラム実行時に用いられるワークＲＡＭ部６０４ａを内蔵
している。なお、ワークＲＡＭ部６０４ａは、図２の管理情報（ＲＴＲ＿ＶＭＧ）を一時
記憶するＶＭＧ保持部（図示せず）というメモリエリアを含んでいる。
【００１７】
エンコーダ部６０１内は、Ａ／Ｄ部６１４、ビデオエンコード部６１６、デュアルモノヘ
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ッダ設定部６１７ａを含むオーディオエンコード部６１７、ＳＰ（副映像）エンコード部
６１８、フォーマッタ部６１９、バッファメモリ部６２０より構成されている。また、デ
コーダ部６０２は、メモリ６２６を内蔵する分離部６２５、縮小画像（サムネイル）生成
部６２８ａを内蔵するビデオデコード部６２８、ＳＰ（副映像）デコード部６２７、オー
ディオデコード部６３０、Ｖ－ＰＲＯ（ビデオプロセッサ）部６３８により構成されてい
る。
【００１８】
録画（ＡＶ情報の記録）は、エンコーダ部６０１を介して、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ
、ＤＶＤ－ＲＷなどのディスク１００を用いたディスクドライブ部６０９により行なわれ
る。このディスクドライブ部６０９は、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷなど
のディスクからの再生のみならず、ＤＶＤビデオまたはＤＶＤ－ＲＯＭなどのディスクか
らの再生も可能となっている。すなわち、ＤＶＤファミリのディスク再生は、ディスクド
ライブ部６０９およびＤ－ＰＲＯ部６１０を介してデコーダ部６０２を介して行われる。
ＤＶＤビデオ再生時の機能は、一般市販されているＤＶＤビデオプレーヤと基本的に同一
でよい。
【００１９】
図１の装置内における実際のビデオ信号の流れは、以下のようになる。まず、例えばＴＶ
チューナ部６１３から得られたＡＶ信号は、Ａ／Ｄ部６１４に入力されデジタル信号に変
換される。次にこの変換されたデジタル信号はビデオエンコード部６１６に入力され、デ
ジタルオーディオ信号はオーディオエンコード部６１７に入力される。なお、地上波アナ
ログ放送の受信／録画においてＴＶチューナ部６１３から文字放送などの文字データが出
力されるときは、ＳＰ（副映像）エンコード部６１８に入力される。地上波アナログ放送
の受信／録画では、Ａ／Ｄ部６１４で一旦デジタル化されてから、ビデオ（主映像）エン
コード部６１６において、入力されたビデオ信号はＭＰＥＧ圧縮される。また、オーディ
オ（音声）エンコード部６１７において、入力されたオーディオ信号は、例えばＭＰＥＧ
オーディオ圧縮される。さらに、ＳＰエンコード部６１８において、入力された文字デー
タはランレングス圧縮される。
【００２０】
各エンコーダ部６１６～６１８では、パック化された場合に例えば２０４８バイトとなる
ようにデータのパケット化がなされ、パケット化された信号（ビデオデータ、オーディオ
データおよび副映像データ）が、フォーマッタ部６１９へ入力される。フォーマッタ部６
１９は、バッファメモリ部６２０を適宜用いて、入力されたパケットデータのパック化お
よび多重化を行い、多重化された信号（ビデオパック、オーディオパックおよび副映像パ
ック）をＤ－ＰＲＯ部６１０に送る。
【００２１】
このフォーマッタ部６１９は、各エンコーダ部６１６～６１８から供給されるエンコード
データに基づき、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格に準拠したデータ（映像情報）を出力することがで
きる。さらに、このフォーマッタ部６１９は、各エンコーダ部６１６～６１８から供給さ
れるエンコードデータに基づき、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に準拠したデータ（映像情報）
を出力することもできる。即ち、ディスクドライブ部６０９によりディスク１００に記録
されたＤＶＤ－ＲＴＲ規格に準拠した映像情報を読出し、この映像情報をフォーマッタ６
１９を介してＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に準拠した映像情報に変換し、ディスクドライブ部
６０９によりＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に準拠した映像情報を別のディスク１００に記録す
ることができる。ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格への変換に関する各種
制御は、メインＭＰＵ部６０４によりなされる。
【００２２】
Ｄ－ＰＲＯ部６１０は、現行ＤＶＤビデオでは１６パック／１６セクタ（次世代ＤＶＤビ
デオでは３２パック／３２セクタあるいはそれ以上）毎にＥＣＣブロックを形成し、それ
にエラー訂正データを付ける。こうして得られたデータストリームが、ディスクドライブ
部６０９により光ディスク（ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ、またはＤＶＤ－Ｒ）１００

10

20

30

40

50

(4) JP 3725101 B2 2005.12.7



、あるいはＨＤＤ部７００に記録される。ここで、ディスクドライブ部６０９がシーク中
あるいはトラックジャンプなどの場合のためビジー状態である場合には、記録データを一
時記憶部としてのＨＤＤ部７００（および／または図示しない半導体メモリ）に一時的に
格納し、ディスクドライブ部６０９の記録準備ができるまで待てるように構成できる。
【００２３】
さらに、フォーマッタ部６１９では、録画中に（ＧＯＰ先頭割り込みなどにより）各切り
分け情報を作成し、作成した切り分け情報を定期的にＭＰＵ部６０４へ送る。この切り分
け情報としては、データアクセス単位であるＶＯＢＵ（ビデオオブジェクトユニット）の
パック数、ＶＯＢＵ先頭からのＩピクチャのエンドアドレス、ＶＯＢＵの再生時間などが
ある。各ＶＯＢＵは前記ビデオパック、オーディオパックおよび／または副映像パックを
含むことができる。ディスクドライブ部６０９は、このＶＯＢＵを単位にしてディスク１
００の記録情報にアクセスできるようになっている。なお、ＤＶＤ－ＲＴＲでは、ビデオ
ファイルは１ディスクに１ファイルとなっている。
【００２４】
図２は、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格のデータ構造の概略を示す図である。
【００２５】
ここでは、図２（ａ）のＤＶＤ－ＲＡＭディスク１００の情報記録領域に図２（ｂ）のよ
うなボリュームスペースの情報が記録される場合を例にとって説明する（ＨＤＤ部７００
への記録情報のデータ構造も同様でよい）。
【００２６】
ディスク１００のボリュームスペースは、図２（ｂ）に示すように、ボリュームおよびフ
ァイル管理情報の記録領域と、ユーザデータ（ＡＶ情報等）を記録するデータエリアを含
んでいる。このデータエリアは、図２（Ｃ）に示すように、管理情報ＲＴＲ＿ＶＭＧおよ
びユーザデータのコンテンツ（ＡＶ情報を構成するビデオオブジェクトＶＯＢ等）を記録
できるようになっている。
【００２７】
コンテンツの再生情報は、ＶＲ＿ＭＡＮＧＥＲ．ＩＦＯというファイルに定義されている
。ＶＲ＿ＭＡＮＧＥＲ．ＩＦＯは、管理情報ＲＴＲ＿ＶＭＧとして記録されている。
【００２８】
管理情報ＲＴＲ＿ＶＭＧは、図２（ｄ）に示すように、ＲＴＲビデオマネージャ情報ＲＴ
Ｒ＿ＶＭＧＩと、ムービーＡＶファイル情報テーブルＭ＿ＡＶＦＩＴと、スチルピクチャ
ＡＶファイル情報テーブルＳ＿ＡＶＦＩＴと、オリジナルのプログラムチェーン情報ＯＲ
Ｇ＿ＰＧＣＩと、ユーザ定義のプログラムチェーン情報テーブルＵＤ＿ＰＧＣＩＴと、テ
キストデータマネージャＴＸＴＤＴ＿ＭＧと、製造業者情報ＭＮＦＩＴを含んでいる。
【００２９】
ＲＴＲビデオマネージャ情報ＲＴＲ＿ＶＭＧＩには、ＲＴＲディスクの基本的な情報が定
義される。ムービーＡＶファイル情報テーブルＭ＿ＡＶＦＩＴには、映像ファイルである
ＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯの情報が定義される。スチルピクチャＡＶファイル情報テーブ
ルＳ＿ＡＶＦＩＴには、静止画ファイルであるＶＲ＿ＳＴＩＬＬ．ＶＲＯの関する情報が
定義される。オリジナルのプログラムチェーン情報ＯＲＧ＿ＰＧＣＩには、オリジナルＰ
ＧＣの関する情報が定義される。ユーザ定義のプログラムチェーン情報テーブルＵＤ＿Ｐ
ＧＣＩＴには、ユーザが定義した１つ以上のプログラムチェーンＰＧＣの情報が定義され
る。テキストデータマネージャＴＸＴＤＴ＿ＭＧには、記録された映像に関するテキスト
データが定義されている。これらの情報のうち、ＲＴＲビデオマネージャ情報ＲＴＲ＿Ｖ
ＭＧＩと、オリジナルのプログラムチェーン情報ＯＲＧ＿ＰＧＣＩ及びユーザ定義のプロ
グラムチェーン情報ＵＤ＿ＰＧＣＩＴで定義される各々のプログラムチェーンＰＧＣ内に
含まれるプログラム情報には、代表映像情報 ( Representative Picture Information ) 
が含まれる。
【００３０】
なお、プログラムチェーン情報ＰＧＣＩはプログラムチェーンＰＧＣの再生全体を表すデ
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ータ構造であり、ＰＧＣは一連のプログラムＰＧ（プログラムセット）を示す。ＰＧは記
録内容の論理単位であり、ＰＧはユーザにより認識されあるいは定義される。プログラム
セット内のＰＧは１以上のオリジナルセル（最初の録画内容の再生単位）で構成され、Ｐ
ＧはＯＲＧ＿ＰＧＣＩ内でのみ定義される。換言すれば、ＯＲＧ＿ＰＧＣＩは最初の録画
内容のセル再生順序を記述した情報であるとも言える。また、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴは、録画
後にユーザが編集した１以上のＰＧＣＩを記述したテーブルである。
【００３１】
一方、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格には、一枚のディスク内に１個の静止画を付加することを
定義したジャケット・ピクチャがある。主な目的は、多数のディスクから特定のディスク
を選択する場合に、グラフィカルなユーザ・インターフェースを提供することである。た
とえば、マルチ・ディスク・プレーヤはスクリーンに多数のジャケット・ピクチャを配置
することにより“ディスク・メニュー”を創作することが出来る。
【００３２】
ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格には、上記した代表映像情報を記録するという概念はない。しか
し、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のジャケット・ピクチャ規格と組み合わせることにより、代
表映像情報を持つことができる。
【００３３】
図３に示すように、フォーマッタ部６１９が、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格の映像情報をＤＶＤ－
Ｖｉｄｅｏ規格に変換する場合、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格でユーザーが定義した代表映像 (Rep
resentive Picture)、またはユーザが定義した受信映像、またはディスク上の任意の映像
をジャケット・ピクチャに変換することができる。
【００３４】
ここで、図４及び図５を参照して、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格のディレクトリ構造及びＤＶＤ－
Ｖｉｄｅｏ規格のディレクトリ構造について簡単に説明する。図４はＤＶＤ－ＲＴＲ規格
のディレクトリ構造を部分的に示す図であり、図５はＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のディレク
トリ構造を部分的に示す図である。
【００３５】
図４に示すように、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格のディレクトリ構造は、ＤＶＤ＿ＲＴＡＶにＶＲ
＿ＭＡＮＧＲ．ＩＮＦがぶら下る構造となっている。ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＮＦは、ディ
スクの代表映像及びディスクの中の各プログラムの代表映像などを格納している。
【００３６】
図５に示すように、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のディレクトリ構造は、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳに
ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＮＦがぶら下る構造となっており、ＪＡＣＥＴ＿ＰにＪ００＿５Ｌ
．ＭＰ２、Ｊ００＿５Ｍ．ＭＰ２、Ｊ００＿５Ｓ．ＭＰ２がぶら下る構造となっている。
Ｊ００＿５Ｌ．ＭＰ２、Ｊ００＿５Ｍ．ＭＰ２、Ｊ００＿５Ｓ．ＭＰ２は同一のジャケッ
ト・ピクチャを格納し、Ｊ００＿５Ｌ．ＭＰ２はＬサイズのジャケット・ピクチャを格納
し、Ｊ００＿５Ｍ．ＭＰ２はＭサイズのジャケット・ピクチャを格納し、Ｊ００＿５Ｓ．
ＭＰ２はＳサイズのジャケット・ピクチャを格納する。
【００３７】
図６は、ジャケット・ピクチャの３つのサイズに関する情報を示す図である。図６に示す
ように、Ｊ００＿５Ｌ．ＭＰ２には、７２０×４８０サイズのジャケット・ピクチャが格
納される。Ｊ００＿５Ｍ．ＭＰ２には、１７６×１１２サイズのジャケット・ピクチャが
格納される。Ｊ００＿５Ｓ．ＭＰ２には、９６×６４サイズのジャケット・ピクチャが格
納される。
【００３８】
なお、ここでは、ＮＴＳＣ方式（５２５／６０  TV system）に対応したジャケット・ピク
チャを格納するケースについてのみ説明したが、ＰＡＬ方式（６２５／５０  TV system）
に対応したジャケット・ピクチャを格納することもできる。この場合、ＰＡＬ方式（６２
５／５０  TV system）に対応したジャケット・ピクチャも、ＮＴＳＣ方式に対応したジャ
ケット・ピクチャ同様、３つのサイズで格納される。
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【００３９】
ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で記録されたディスクを再生するためには、ＵＤＦ規格で記録された
ファイルシステムを読みこみ、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義されているファイルＶＲ＿ＭＡ
ＮＧＥＲ．ＩＦＯおよび映像データであるＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯとＶＲ＿ＳＴＩＬＬ
．ＶＲＯの記録位置を検索する。
【００４０】
次にＶＲ＿ＭＡＮＧＥＲ．ＩＦＯのデータを読み取り、映像及び音声を再生するための準
備を行う。次にユーザによって指定されたタイトル番号として、ＯＲＧ＿ＰＧＣＩまたは
ＵＤ＿ＰＧＣＩＴの中の指定されるＵＤ＿ＰＧＣＩを検索する。このとき、ユーザによっ
て指定された代表映像が定義されていれば、このデータに対応した映像を検索する。
【００４１】
その後、再生すべきＶＲＯファイルの再生位置を検索して、映像データをＭＰＥＧ２デコ
ーダ（デコーダ部６０２）に流し込む。
【００４２】
ＭＰＥＧ２デコーダ（デコーダ部６０２）は、映像および音声のデコードを行う。デコー
ドされたデータは映像、音声となって、装置外部に接続されたディスプレイに表示される
。
【００４３】
デコードされたデータは、デコーダ内部の表示用のバッファに蓄えられているので、この
データを録画用エンコーダ（フォーマッタ部６１９）にてＭＰＥＧ２規格のＩ－ｐｉｃｔ
ｕｒｅとしてエンコードする。
【００４４】
作成されたＩ－ｐｉｃｔｕｒｅは、’ＪＡＣＫＥＴ＿Ｐ’のディレクトリにジャケット・
ピクチャ規格で定義されたファイル名で記録される。上記したように作成されたジャケッ
ト・ピクチャおよびＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に準じたデータをＤＶＤ－Ｒなどの記録媒体
に書き込む。これにより、既存のジャケット・ピクチャ再生機能搭載のＤＶＤビデオプレ
ーヤで再生することができる。
【００４５】
つまり、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義された代表映像をＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のジャケッ
ト・ピクチャとして記録媒体に記録することで、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義された代表映
像を失うことなく、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義された映像データをＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規
格で定義された映像データに変換することができる。
【００４６】
なお、この発明は、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義された映像情報をＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格
のジャケット・ピクチャとして記録媒体へ記録する場合だけに限定されるものではない。
例えば、ＰＣ上のデータについてＪＰＧ  viewerを利用して、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格の
ジャケット・ピクチャとして記録媒体へ記録するケースにも適用できる。また、地上波や
衛星波によるテレビ放送に含まれる映像情報をＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のジャケット・ピ
クチャとして記録媒体へ記録するケースにも適用できる。
【００４７】
次に、図７を参照して、ジャケット・ピクチャの生成処理についてまとめる。ジャケット
・ピクチャの生成には、大別して、自動作成モードとユーザ選択作成モードとがある。こ
れらモードは、予め図１に示す録画再生装置で設定されるものとする。
【００４８】
自動作成モードが設定されている場合には（ＳＴ１）、さらに大別してディスクの代表映
像をジャケット・ピクチャとして記録する場合と、ディスクの中の所定のプログラムの代
表映像をジャケット・ピクチャとして記録する場合とがある。両者も、録画再生装置に予
め設定されるものとする。
【００４９】
ディスクの代表映像をジャケット・ピクチャとして記録する場合には（ＳＴ２）、ディス
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クの代表映像がジャケット・ピクチャとして記録される（ＳＴ３）。ディスクの中の所定
のプログラムの代表映像をジャケット・ピクチャとして記録する場合には（ＳＴ２、ＮＯ
）、ディスクの中の所定のプログラムの代表映像がジャケット・ピクチャとして記録され
る（ＳＴ４）。所定のプログラムとは、録画再生装置が任意に決定するプログラムであっ
てもよいし、ユーザがクリップした複数のプログラムの中の、一番最初にクリップしたプ
ログラムであってもよい。
【００５０】
一方、ユーザ選択作成モードが設定されている場合には（ＳＴ１、ＮＯ）、ＤＶＤ－ＲＴ
Ｒ規格で定義された複数の映像が選択画面上に一覧表示される（ＳＴ５）。ユーザがこの
選択画面から所望の映像を選択すると（ＳＴ６）、選択された映像がジャケット・ピクチ
ャとして記録される（ＳＴ７）。
【００５１】
なお、本願発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸
脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、各実施形態は可能な限り適宜組
み合わせて実施してもよく、その場合組み合わせた効果が得られる。更に、上記実施形態
には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適当な組み合
わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からいく
つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決で
き、発明の効果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削除され
た構成が発明として抽出され得る。
【００５２】
【発明の効果】
この発明によれば、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に映像データを変換
し記録する際、ＤＶＤ－ＲＴＲ規格で定義された情報を確実に記録することが可能な情報
記録方法及び情報記録装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施の形態に係るデジタル録画再生装置（ＤＶＤビデオレコーダ）
の全体構成を説明するブロック図である。
【図２】ＤＶＤ－ＲＴＲ規格のデータ構造の概略を示す図である。
【図３】ＤＶＤ－ＲＴＲ規格からＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格への変換に伴い、ＤＶＤ－ＲＴ
Ｒ規格に準拠した任意の映像（例えば代表映像）が、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格に準拠した
ジャケット・ピクチャとして記録される概念を示す図である。
【図４】ＤＶＤ－ＲＴＲ規格のディレクトリ構造を部分的に示す図である。
【図５】ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ規格のディレクトリ構造を部分的に示す図である。
【図６】ジャケット・ピクチャの３つのサイズに関する情報を示す図である。
【図７】ジャケット・ピクチャの生成処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１００…光ディスク
６０１…エンコーダ部
６０２…デコーダ部
６０４…メインＭＰＵ部
６０４ａ…ワークＲＡＭ部
６０４５…ＦＩＦＯ制御部
６０４６…読込ドライブ制御部
６０４７…書込ドライブ制御部
６０９…ディスクドライブ部
６１０…Ｄ－ＰＲＯ部
６１０ａ…ＦＩＦＯ部
７００…ＨＤＤ部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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